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たきざわてつやくん
おばけがばけてゲタ箱から出てくるの

　　へ攣　》愚歎

総
　
ゆ

鰯
　
》

たなべすすむくん

第
五
回
松
之
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
寿
楽
会
強
し

　
今
回
で
第
五
回
口
を
迎
え
た
町

内
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
八
月
二

十
九
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
町
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛

好
家
の
皆
さ
ん
で
作
ら
れ
た
十
六

チ
ー
ム
が
、
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

すずきまさひこくん

輪
懸
》

総
亀

　
　
　
鍵
職
、

さかなつりをしているところ

瀬鱒轄騨一』・　幣

艦．劉一左

むらやまたけしくん

戸
、
ゲ
》

ロケットと消防車

　
今
年
は
不
思
議
な
こ
と
に
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
い
う
と
雨
が

降
り
、
何
回
か
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
愛
好
家
の
皆
さ
ん
を
ガ
ッ
カ

リ
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
口

は
晴
天
で
、
皆
さ
ん
の
び
の
び
プ

レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
つ
の
コ
ー
ト
を
使
っ
て
四
チ

ー
ム
ず
つ
で
チ
選
を
行
い
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
一
番
勝
っ
た
チ
ー
ム
同

志
（
四
チ
ー
ム
）
で
準
決
勝
・
決

勝
を
行
っ
た
結
果
、
松
之
山
寿
楽

会
A
チ
ー
ム
・
B
チ
ー
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
一
位
∴
一
位
と
な
り
、
ヒ
位

を
独
占
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
強

四
位
は
湯
山
松
楽
会
チ
ー
ム
で
し

た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
技
術
も
そ
う

で
す
が
作
戦
が
難
し
く
、
各
チ
ー

ム
の
監
督
さ
ん
は
大
変
苫
労
し
て

い
ま
し
た
。

．
憂
　
券

い
で
す
ね
。
三
位
に
は
大
ど
些
戸
B
、

｛
　
　
膨

準
優
勝

一
二
　
位
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　　　会
　　BA

正
解
者

若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
　
谷
）

村
山
　
伸
　
さ
ん
（
湯
　
本
）

久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島
）

編
集
後
記

　
厳
し
か
っ
た
残
暑
も
九
月
の
声

を
聞
い
た
と
た
ん
影
を
潜
め
、
涼

し
い
秋
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
よ
い
よ
収
穫
の
秋
を
迎
え
ま

す
。
心
配
さ
れ
た
稲
の
作
柄
も
平

年
並
み
か
、
や
や
豊
作
と
い
う
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時

期
に
パ
セ
掛
け
や
、
機
械
に
よ
り

ケ
ガ
を
さ
れ
る
方
が
沢
山
い
ま
す
。

忙
し
さ
の
中
に
も
ゆ
と
り
を
持
っ

て
、
ケ
ガ
の
な
い
農
作
業
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

、
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まつのやま②

脇皐略
一般会計補正予算（第2・第3回）

6，384万3千円を追力口

総
額
二
三
億
三
、
一

　
九
月
定
例
議
会
（
六
三
年
度
第

四
回
）
が
、
九
月
二
十
日
・
二
十

一
H
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
昭
和

六
十
二
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
、

十
二
議
案
及
び
選
任
議
案
四
件
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
主
な
も
の
は
、
昭
和
六

十
二
年
度
一
般
及
び
、
国
民
健
康

保
険
・
老
人
保
健
・
簡
易
水
道
事

一
四
九
万
三
千
円
に

　
業
な
ど
三
特
別
会
計
の
決
算
の
承

　
認
と
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
補
正

　
予
算
o
松
之
山
町
条
例
の
一
部
改

　
正
五
件
〇
六
月
議
会
で
継
続
審
議

　
と
な
っ
て
い
る
税
制
改
革
問
題
。

　
ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
・
教
育

　
委
員
な
ど
四
つ
の
選
任
事
項
。
請

　
願
・
陳
情
な
ど
で
し
た
。

　
　
今
回
提
出
さ
れ
た
昭
和
六
十
三

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

も
の
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

温
泉
空
中
探
査
委
託
料
と
し
て
一
、

、
二
七
〇
万
円
。
中
尾
吉
池
復
元
工

事
費
八
O
O
万
円
。
第
三
セ
ク
タ

ー
で
十
月
一
H
に
発
足
す
る
”
南

越
後
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
”
に
対

す
る
出
資
金
と
し
て
、
六
〇
〇
万

円
が
。
ま
た
、
新
し
い
事
業
の
、

老
人
保
健
事
業
推
進
費
と
し
て
四

五
五
万
六
千
円
な
ど
が
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
任
期
満
了
に
と
も

な
い
改
選
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

松
之
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

四
名
と
同
補
充
員
四
名
、
教
育
委

員
会
委
員
二
名
O
固
定
資
産
評
価

審
査
会
委
員
一
名
。
議
会
選
出
の

農
業
委
員
一
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　

一
般
質
問
に
は
高
橋
定
安
議
員
、

田
辺
尚
二
議
口
異
高
橋
英
一
議
員

の
三
人
が
立
ち
、
町
長
の
考
え
方

を
た
だ
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

o
農
地
の
現
況
課
税
土
地
リ
ス
ト

　
作
成
費
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

民
生
費

○
国
保
特
別
会
計
へ
繰
り
出
し

　
　
　
　
　
六
九
一
万
二
千
円

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
繰

　
り
出
し
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

o
老
人
保
健
事
業
推
進
費
（
新
規
）

　
　
　
　
　
四
五
五
万
六
千
円

農
林
水
産
業
費

o
土
地
改
良
事
業
（
天
水
越
地
区

　
用
排
水
路
工
）
　
三
四
六
万
円

商
工
費

o
露
天
風
昂
使
用
料
　
七
〇
万
円

　
（
収
入
増
）

○
露
天
風
呂
駐
車
場
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
万
円

○
温
水
空
中
探
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
一
、
二
七
〇
万
円

○
中
尾
吉
池
復
元
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
八
O
O
万
円

※
こ
れ
は
、
株
式
会
社
吉
池
社
長

高
橋
輿
平
氏
（
名
誉
町
民
）
一
〇

四
歳
が
、
昔
か
ら
由
来
あ
る
吉
池

を
何
と
し
て
も
復
元
し
た
い
と
い

う
希
望
か
ら
、
復
元
資
金
八
○
○

万
円
を
寄
贈
o
こ
れ
を
受
け
て
町

で
工
事
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
同
会
社
か
ら
は
町
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
と
し
て
…
○
○
万

円
も
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。諸
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出
金

○
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後
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開
発
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会

　
社
へ
の
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金
　
六
〇
C
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◎
国
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健
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保
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会
計
補
正

　
予
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（
第
一
回
）

○
事
業
勘
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四
九
万
九
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追
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総
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三
億
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五

　
し
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乎
弓
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Q
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追
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四
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．
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補
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町民負担’

365，342TP’

12．7％

万
二
毛
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
負
担
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
歳
人
の
申

の
税
収
入
・
税
外
収
入
合
わ
ゼ
て
、

三
億
六
、
五
三
四
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
歳
入
決
算
総
額
の
ご
一
・

七
％
が
直
接
町
民
の
負
担
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
町
の
借
金
と
も
い
う
べ
き
町
債

の
状
況
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
末

現
在
三
七
億
一
．
一
、
五
七
九
万
四
乎

円
に
な
り
、
町
一
年
分
の
予
算
に

也方交付税

，306，284T・

　45．3％

　　　　止　　　　戚
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弾
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撰
、

　
　
　
　
　
＼
3

＿ノ
匹
敵
す
る
程
の
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
町
民
一
人
当
た
り

に
す
る
と
、
六
七
万
∫
卜
円
（
前

年
よ
り
四
万
丁
卜
円
増
）
の
借
金

を
抱
え
て
い
る
事
に
な
－
り
ま
す
。

　
公
債
比
率
は
、
前
年
よ
り
○
・

八
％
上
昇
し
、
一
七
・
八
％
に
達

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
特
別
会
計
の
決
算
状

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
歳
人

出
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。

▽
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入
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健
特
別
会
計

o
歳
人
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億
八
万
円

○
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億
九
、
O
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万
一

　
　
　
　
ト
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▽
簡
易
水
道
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業
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計

○
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入
　
六
、
七
七
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七
毛
円

O
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出
　
六
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四
四
〇
万
九
千
円
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、
六
〇
〇
万

円
が
。
ま
た
、
新
し
い
事
業
の
、

老
人
保
健
事
業
推
進
費
と
し
て
四

五
五
万
六
千
円
な
ど
が
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
任
期
満
了
に
と
も

な
い
改
選
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

松
之
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

四
名
と
同
補
充
員
四
名
、
教
育
委

員
会
委
員
二
名
O
固
定
資
産
評
価

審
査
会
委
員
一
名
。
議
会
選
出
の

農
業
委
員
一
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　

一
般
質
問
に
は
高
橋
定
安
議
員
、

田
辺
尚
二
議
口
異
高
橋
英
一
議
員

の
三
人
が
立
ち
、
町
長
の
考
え
方

を
た
だ
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

o
農
地
の
現
況
課
税
土
地
リ
ス
ト

　
作
成
費
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

民
生
費

○
国
保
特
別
会
計
へ
繰
り
出
し

　
　
　
　
　
六
九
一
万
二
千
円

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
繰

　
り
出
し
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

o
老
人
保
健
事
業
推
進
費
（
新
規
）

　
　
　
　
　
四
五
五
万
六
千
円

農
林
水
産
業
費

o
土
地
改
良
事
業
（
天
水
越
地
区

　
用
排
水
路
工
）
　
三
四
六
万
円

商
工
費

o
露
天
風
昂
使
用
料
　
七
〇
万
円

　
（
収
入
増
）

○
露
天
風
呂
駐
車
場
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
万
円

○
温
水
空
中
探
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
一
、
二
七
〇
万
円

○
中
尾
吉
池
復
元
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
八
O
O
万
円

※
こ
れ
は
、
株
式
会
社
吉
池
社
長

高
橋
輿
平
氏
（
名
誉
町
民
）
一
〇

四
歳
が
、
昔
か
ら
由
来
あ
る
吉
池

を
何
と
し
て
も
復
元
し
た
い
と
い

う
希
望
か
ら
、
復
元
資
金
八
○
○

万
円
を
寄
贈
o
こ
れ
を
受
け
て
町

で
工
事
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
同
会
社
か
ら
は
町
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
と
し
て
…
○
○
万

円
も
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。諸

支
出
金

○
南
越
後
リ
ゾ
i
卜
開
発
株
式
会

　
社
へ
の
出
資
金
　
六
〇
C
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
一
回
）

○
事
業
勘
定
　
し
四
九
万
九
千
円

　
追
加
し
、
総
額
三
億
八
、
五
五

　
し
～
．
乎
弓
こ
Q

　
ノ
ソ
　
　

」
壱

○
直
診
勘
定
　
六
六
』
万
円
追
加

　
し
、
総
額
二
億
四
、
五
三
九
万

　
二
季
円
に
．

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

煮
（
第
荷
）

o
κ
六
二
万
八
看
円
追
加
し
、
総

貞
」
＼
、
．
。
、
畠
．
q
、
4
ト
リ
こ
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客
／
　

巨
ノ
レ
　
ー
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松
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二
毛
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な
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お
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一
・
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％
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民
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負
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よ
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四
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借
金
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え
て
い
る
事
に
な
－
り
ま
す
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よ
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％
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し
て
い
ま
す
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よ
う
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な
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す
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O
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水
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事
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会
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O
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四
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⑤まつのやま

町制施行30周年記念ひと息松之山 農地に関する相談はこの方たちに！

届出順 住　　　　　　所 氏　　　名 年齢 選出区分 電話番号 屋　号 職務

1 天水島729－1
高橋健一郎

　S8．12・23生
54 選　挙 6－2185 半助

2 水梨　1411
相沢美之吉

　S　2・5・2：γ1こ
60 〃 6－3559 坂　中

3 松之山　683
樋口　秀雄

　T　H｝・5・29生
67

’
〃 6－2615 屋　敷

4 松l　I772
志賀佐一
　S14・10・21生

48 〃 6－3458 前　田

5 浦川（湯之島）2811一ネ
山口　清治

　S，12・4・ll生
51 〃 6－2891 徳之助

6 天水越　4i52－1
佐藤　真士

　S22・l　I・27生
41） 〃 6－2379 土蕗合

7 東川　g9ヨ
小野塚一男

　T　l496・2生
63 〃 6－3821 沢

会長
代理

8 東山　758
渡辺喜久治

　S89り・22生
55 〃 6 3779 柿之木

9 橋、沽　364
村山　邦一

　S　l5・5・28生
48 〃 6－3420 ヒ之山

1〔） 浦田（西σ）前）9284
南雲　良雄

　S10・9・2し生
53 6－3269 権　善

／ 浦田（北浦田）8351
保坂近良
　丁9・4・17生

68 農協選任 6－3253 干　場 会長

／ 水梨　1416 1
相沢　良三

　S　I　l。2・21生
52 議会選任 6－3493 新屋敷

まつのやま④

新
し
い
町
豊

　
九
月
三
十
日
で
三
年
問
の
任
期

が
満
了
し
た
松
之
山
町
農
業
委
員

会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
一
般

か
ら
十
名
、
議
会
と
農
業
協
同
組

合
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
新

委
員
十
二
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
一
般
農
業
委
員
の
選
挙

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
し
い

農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
十
月
一

日
よ
り
向
う
三
年
間
委
員
と
し
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま

す
。

茉
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

緊
裂
、
｝
、
嵩
鵡
翌
鋒
．
翰
．
弘
、
力
叢
髪
島
．

簸
難
講
鷲
難
鑑
罐
細
漁

穣、

潮．

¢
裏
段
蕊
　
『
、
蕊
、
沸
、
瀦
奏
、
至
孟

鮮
．
霊
焦
蕎
票
妻
慧
葦
歪
蚤

い
び
難
、
龍
、
．
㌍
蕨
焚
籔
、
蓄
、
毒
馨
露
江
嵩

螺
瓢
驚
蕪
、
轡
　
　
搾
軟
凝
灘

東頸城郡美術展
10月22日　～24日

松之山町で開催

　
広
報
七
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し

た
郡
美
術
展
覧
会
が
、
十
月
二
十

二
H
（
土
）
～
二
十
四
日
（
月
）

の
三
日
間
、
松
之
山
町
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
各
部
門
の
審
査
は
、
次
の
方
た

ち
が
当
た
ら
れ
ま
す
の
で
紹
介
し

ま
す
。

　
▼
絵
画
旺
仲
田
大
二
（
上
越
美
術

　
協
会
副
会
長
）
▼
彫
塑
工
芸
踊

　
横
尾
元
則
（
新
潟
県
美
術
家
連

　
盟
会
員
）
▼
書
道
腫
清
水
雲
梯

　
（
新
潟
県
書
道
協
会
参
事
）
▼

　
写
真
U
志
賀
野
修
市
（
キ
ャ
ノ

　
ン
ク
ラ
ブ
上
越
事
務
局
長
）

※
文
化
の
秋
で
す
。
多
く
の
方
の

出
品
、
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

l
O
ト
o
り
ー
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局
長
）

※
文
化
の
秋
で
す
。
多
く
の
方
の

出
品
、
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

l
O
ト
o
り
ー
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ζ
o
り
ー

まつのやま⑥

文
豪

坂
ロ
安
五
ロ
祭

　
　
　
　
　
　
生
誕
記
念

　
　
十
月
二
十
日
　
開
催

　
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
”
坂
口

安
吾
”
の
文
学
記
念
碑
が
昨
年
、

松
之
山
小
学
校
前
の
ブ
ナ
林
の
中

に
建
立
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
安
吾
の
生
誕
を
記
念
し
て

の
”
坂
口
安
吾
祭
”
を
、
催
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
”
坂
口
安
κ
口
祭
”
は
、
十

月
二
卜
H
（
木
）
に
坂
日
安
吾
の

文
賜
．
士
記
念
碑
前
で
行
わ
れ
、
講
演

会
、
生
誕
記
今
心
パ
ー
テ
ィ
な
ど
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
日
程
は
次
の
よ
う
に
な

睡鼠幽麓1
松之山小学校前の坂口安吾文学記念碑

っ
て
い
ま
す
。

▽
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
受
付

▽
卜
］
時
開
会

▽
十
一
時
卜
．
五
分
～
卜
二
時
卜
．
五

分
　
　
－
　
」

講
師
　
L
越
教
育
人
学
教
授

　
相
馬
正
一
氏

▽
十
二
時
十
五
分
～
三
十
分

新
潟
安
痔
会
報
告

▽
十
、
一
時
三
レ
分
～
二
時
．
．
一
卜
分

　
2
生
誕
、
記
八
，
心
パ
ー
テ
ィ
」

▽
午
後
二
時
四
十
．
五
分
　
閉
会

※
な
お
、
　
「
講
演
会
」
は
小
幽
．
r
校

体
育
館
で
行
い
ま
す
。
聴
講
は
自

由
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
ど
・
つ
ぞ
．

　
バ
ー
テ
ィ
の
方
は
申
し
込
み
が

必
要
で
、
男
性
一
一
、
、
五
〇
〇
円
・

女
性
二
、
O
O
O
円
（
昼
食
・
飲

み
物
含
む
）
で
受
付
ま
す
。
ト
一

日
ま
で
に
公
民
館
の
方
へ
連
絡
し

て
／
＼
だ
さ
い
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
略

「
歯
垢
と
歯
石
の
関
係
」

　
野
生
の
動
物
が
む
し
歯
に
な
っ

た
と
い
う
話
は
聞
き
ま
せ
ん
が
、

動
物
園
の
動
物
は
良
く
む
し
歯
に

な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

な
に
も
野
生
動
物
だ
け
が
特
別
な

歯
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、

同
じ
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
む
し
歯
に
な
ら
な
い
の
は
砂

糖
を
摂
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
人
の
歯
の
表
．
面
に
は
、
人
雑
把

に
い
っ
て
唾
液
か
ら
由
来
し
た
、
、
こ

く
薄
い
膜
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
膜
に
ミ
れ

1
タ
ン
ス
と
い
う

砂
糖
が
大
好
き
な
細
菌
が
増
殖
し

て
、
そ
こ
か
ら
出
る
酸
が
歯
を
溶

か
し
て
む
し
歯
に
な
る
の
で
す
。

む
し
歯
を
防
ぐ
に
は
、
こ
の
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
の
塊
を
歯
ブ
ラ
シ
で
取

　
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
歯
垢
は
歯
、
ブ
ラ
シ
で
取
れ
ま
す

が
、
歯
．
復
取
れ
老
ん
．
歯
石

は
歯
垢
が
か
た
ま
っ
た
も
の
で
、

少
し
ず
つ
成
．
長
し
、
H
．
取
初
は
歯
肉

を
押
し
ド
げ
る
だ
け
で
す
が
、
そ

　
の
う
ち
歯
と
骨
と
を
、
く
っ
つ
け
て

「

い
る
組
織
ま
で
破
壊
し
、
つ
い
に

は
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
そ
う
。

歯
石
は
、
ス
ケ
ー
ラ
ー
と
呼
ば

れ
る
器
械
で
な
け
れ
ば
取
れ
ま
せ

ん
か
ら
、
日
取
低
、
年
一
回
は
歯
医

者
さ
ん
に
行
っ
て
診
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
特
に
む
し
歯
の
な
い

人
は
要
い
、
在
意
で
す
。
な
ぜ
な
ら
む

し
歯
の
無
い
人
ほ
ど
歯
医
者
さ
ん

に
行
き
ま
せ
ん
か
ら
歯
石
の
有
無

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
気

が
つ
い
た
時
に
は
歯
が
　
「
グ
ラ
グ

ラ
」
と
い
う
事
が
よ
く
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
ド
さ
い
。
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新
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県
少
年
の
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大
会

⑦まつのやま
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バ
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ハ
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ハ

今
年
で
十
回
日
を
迎
え
た
”
新

潟
県
少
年
の
・
、
王
張
大
会
”
の
、
東

頸
城
地
区
大
会
（
第
九
回
）
に
お

い
て
、
山
村
留
学
生
と
し
て
浦
…

中
学
校
で
学
ん
で
い
る
小
熊
人
君

（
三
年
）
が
口
．
取
優
秀
賞
と
な
り
、

九
月
二
卜
、
．
一
H
に
燕
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
県
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　
小
熊
　
大
君
の
発
表
し
た
テ
ー

マ
は
「
僕
の
学
校
」
と
い
う
題
で
、

大
君
（
浦
田
中
）
が
郡
代
表
に
！

小
熊
君
が
都
会
の
幽
、
r
校
か
ら
田
舎

の
以
．
r
校
へ
山
留
生
と
し
て
来
る
長

で
の
経
過
や
、
来
．
て
か
ら
の
生
活
、

友
達
を
作
る
事
の
大
切
さ
な
ど
、

両
親
か
ら
遠
く
離
れ
．
て
勉
強
し
．
く

存
く
な
か
で
自
我
に
目
営
地
め
、
こ

こ
で
の
生
活
を
心
の
糧
と
し
て
、

も
う
一
度
都
会
の
生
活
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
．
持
つ
喉
が
出

来
た
と

県大会で堂々と自分の主張を行う
　　小熊　大君（浦田中学校3年）

い
う
よ
う
な
事
を
力
函

第10回新潟県少年の主1

く
・
．
L
辰
し
た
も
の
で
す
．

県
内
各
地
区
の
代
表
卜
六
名
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
県
大
会
．
℃
は
奨

励
賞
と
な
り
、
惜
し
・
＼
ら
県
代
表

の
h
座
は
射
止
め
ら
れ
長
せ
ん
．
へ
、
L
し

た
が
、
小
熊
君
の
ガ
ン
、
バ
リ
が
山

留
生
の
皆
さ
ん
に
レ
〔
、
っ
．
て
大
き
な

功
み
に
な
っ
た
と
思
い
訳
す
。

　
本
当
に
お
め
で
と
つ
ご
、
ざ
い
長

す
、

各地区の代表16人と一諸に

社会保険よろず相談所

　上越社会保険事務所では、健康保険・厚生年金

保険・国民年金など社会保険に関する各種相談に

応じ、住民の方々の理解と関心を高めていただく

ために「社会保険よろず相談所」を開設しま，す。

　色々な相談をお持ちの方は、是非出掛けてみて

ください。

〉相談日及び開設場所

010月21日（金）　午前10時～午後3時まで

○㈱大和デパート上越店前　上越市本町3

意1注

～訪問販売に気をつけて～

○
難
民
救
済
な
ど
の

募
金

○
消
火
器

○
教
　
材

o
表
　
札

○
お
つ
ま
み
類

○
ふ
と
ん
類

o
な
べ
類

※／直段が高い

※不必要なものまで買わせる

※中身が粗悪

※義務などのことばで、どうしても買わなければ

　いけないようにする

※となり、近所の名を使い、気持ちを動揺させる
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「
こ
れ
は
珍
し
い
」
”
里
芋
の
花
”
見
た
事
あ
り
ま
す
か

保育園児のかわいいおみ二し「ワッショイー」

九
月
に
八
つ
た
と
た
ん
．
雨
ば
ガ

り
で
、
農
作
業
も
思
一
つ

よ
う
に
遣

ま
す
困
つ
⊂
い
ま
す
。
東
京
で
も
、

九
目
に
な
っ
て
雨
の
降
ら
な
か
っ

た
日
は
二
臼
間
し
か
な
か
つ
た
と

か
。
そ
ん
な
異
状
気
象
の
ぜ
い
で

も

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
浦
田
西

之
前
の
南
雲
昌
弘
さ
ん
の
畑
で
栽

培
し
て

い
る
里
芋
が
花
を
咲
か
せ
、

ち
ょ
っ
レ
し
し
た
話
題
と
な
っ
て
い

ま
◎
，塑

与
が
花
を
咲
か
す
事
は
滅
多

に
な
い
そ
・
〕
で

、
畑
に
案
内
し
て

ぐ
、
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
の
話
し
ぐ
は
、

側
十
a
か
前
に

度
見
た
串
が
あ

る
が
、
そ
れ
以
来
だ
と
い
う
事
ぐ

◎
。
皆
さ
ん
は
見
た
「
、
」
と
あ
り
ま

す
か
。

花
は
ち
ょ
う
ど
》
』
、
ス
バ
シ
ョ
ウ

の
花
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
て

、

淡
い
黄
色
が
美
し
い
花
で
し
た
。

今
年
は
サ
ツ
マ
ィ
七
の
花
も
あ

ち

．
」
ち
で
朕
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

2
各
部
落
で
に
ぎ
や
か
に
秋
祭
り

つ　ま1諦さ見思人　ヒ）練〃
た打ぐ顔せ物い国夜、上りおぐオ）に　負　 （「　に懲ヌに　1，よ1コ？刈》♂ナ

d 上 ざけい来、いし　＼（きこ
｛）げわの（よたの（道い　＼し
　　花．二）屋し人艘￥路ま祭循
　　》尺　［（　〔二うた　た　1、㍉呂巳（ノ）　しー・り　々ll

　　キ）い或）がちイヤ．瀦 一た気／！
　　大」、あ＼の出（ノ）部O分が
　　ゆし‘）本足し．ノノ1、1亭　を商
　　漢　た　 （　封践亭　　＼た　墾ス　　

∫〔三

｝

　　／ノ　乱）造ノ（ノ）　il　イ巴ち　行　　　ll’・蕎1封
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　　　　　　　一『
西之前　南雲昌弘さんの畑で咲いた
里芋の花，，ちょっと分りずらいかな

ハ
月
未
か
、
ら
九
月
初
め
に
か
け

て

町
内
お
お
か
た
の
部
落
で
秋
祭

り
、
が
催
さ
れ
、
収
穫
前
の

一
目
を

楽
し
く
過
し
ま
し
た
。

部
落
に
よ
つ
⊂
は
“
杓
州
、
疋
居
”

や
“
歌
覇
債
”
を
演
じ
た
り
、
カ

ラ
ズ
つ
大
会
を

開
い
た
り
と
、
に

ざ
や
か
に
秋
祭
り
を
楽
し
む
所
も

多
、
ぐ
＼
あ
つ
た
よ

つ
ぐ
、
◎
。

松
・
，
尾
…
部
落
で

は
九
月

．
日
ω

の
午
後
々
づ
、
笛
年
幅
馴
の
．
5
供

た
ち
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
て
の

大人のみこしはさすがに
　　　　男らしいですね

【
　　　　　　　　　　　　唄賀
　　　　　　　　　　　　　、¶■曜
　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドも

　　雛　　　　　　、　、抽副
　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　診＿節
「キャー怖い」と女子職員　震度7はすこ・いゆれ方

3
役
場
で
避
難
訓
練
実
施
、
非
常
持
ち
出
し
を
中
心
に

秋
の
輿
、
災
予
防
週
闘
を
前
に
し

．
（
．
の
九
月

ー
し
H
．
、
得
蜴
ぐ
賊

難
訓
練
が
得
わ
れ
、
全
職
U
が
中

要
書
類
を
持
ち
出
弓
～
・
ど
も
に
、

屋
内
消
火
栓
に
よ
る
消
火
訓
練
も

得
わ
れ
ま
し
た
。

役
場
ホ
イ
ラ
ー
察
か
り
出
火
し

た
と
想
定
し
（
得
わ
れ
た
．
L
の
H

の
訓
練
に
は
、
分
遣
所
・
第

機

勅
隊
（
湯
本
）
も
出
勃
し
て
本
詣

さ
な
が
㌧
に
実
施
さ
れ
、
煙
に
ま

か
れ
（
ク
ガ
を
し
た
人
も
い
／
γ
⊂

い
ソ
串
ぐ
救
”
．
腸
隊
の
出
勅
も
訪
り
、

ま
し
た
。

役
場
職
員
は
引
常
持
ち
出
し
袋

に
中
豊
出
類
亭
詰
め
込
毒
訓
紳
亭

中
点
に
行
い
ま
し
た
が
、
H
頃
の

整
理
整
頓
の
大
切
さ
亭
、
改
め
て

感
じ
さ
り
る
良
、
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。ま

た
、
．
」
の
H
は
県
に
　
台
し

か
な
い
ど
い
ブ
地
震
体
鹸
申
“
な

ま
げ
》
，
”
も
川
愚
さ
れ
、
役
場
職

肖
万
双
々
ぴ
震
彫
四
～
し
ω
期
震

為
体
順
し
‘
い
ま
し
た
．

役場の裏で放水開始　室水消火栓も

なかなかの威力を発揮
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鵯
蟻
．
．
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曳
称
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強
馨

4
遠
足
先
で
も
”
火
の
用
心
”
布
川
保
育
所

「ここをしっかり持ってね」ちょっ

怖そうな女の子でもカッコイイネ！

保
自
所
の
園
児
に
よ
っ
〔
細
織

さ
れ
て
い
る
幼
a
消
陥
隊
．

舶
什
分
道
画
の
皆
さ
ん
乃
が
v
、
口

保
歯
所
李
，
訪
れ
、
．
ー
供
た
ち
に
火

串
の
恐
ろ

し
さ
や
火
の
川
心
を
敬

λ
（
．
い
ま
d
が
、
加
臼
同
じ
く
n
山

で
は
ざ
供
た
ら
に
う
バ
．
る
…
象
が

矯
れ
る
と
い
つ
潔
，
Z
か
う
、
今
向

は
遠
足
．
に
同
行
し
、
色
々
な
体
験

の
中
か
ら
消
防
の
知
識
を
学
ん
6
、

も
う
う
中
に
な
り
沫
し
た
、

今
回
は
初
め
（
の
試
み
～
し
C
、

九
月
．
ー
パ
日
、
痛
川
保
肴
園
の

冑
さ
ん
が
入
舳
為
高
腺
へ
遠
足
に

出
掛
け
・
φ
の
に
同
伯
、
糊
中
場
の

一
角
ぐ
小
＼
ー
な
柑
川
1
の
・
家
ム
・
巾
大
際

燃
や
し
て
の
消
火
訓
紳
る
見
超
た

り
、
消
防
署
U
ー
伯
り
の
列
申
に

ダ
ど
も
た
ち
る
申
P
た
り
ハ
ス
ル

を
し
た
り
、
ぞ
し
C
付
」
げ
は
、
分

遮

画
の
署
員
の
乃
た
ち
が
“
ト
ン

刻
”
亭
竹
）
ζ
、
曳
ら
ぞ

ジ
◎
る
と

い
ク
、
分
遣
所
入
斥
闘
の
一
日
で

し
た
。
．
～
供
た
ち
も
入
画
び
！
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まつのやま⑩

町
の
歴
史
は

　
　
一
千
数
百
万
年
前
か
ら

地
す
べ
り
の
多
い
松
之
山

　
松
之
山
町
は
、
地
す
べ
り
の
多

い
と
こ
ろ
で
す
。
人
家
の
あ
る
ほ

と
ん
ど
の
地
域
が
地
す
べ
り
地
域

で
す
。
　
「
杢
坂
」
の
話
も
、
町
の

先
人
た
ち
が
ト
り
＼
か
ら
地
す
べ
り

と
闘
っ
て
き
た
こ
と
を
表
わ
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
　
，
松

之
山
地
す
べ
り
と
は
、
昭
和
．
．
，
し

年
に
発
生
し
、
八
だ
O
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
被
害
而
積
と
な
り
ま
し
た
。

松
之
由
に
地
す
べ
り
が
多
い
．
原
因

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
長
う
か
．
。

　
地
す
べ
り
の
分
布
図
を
見
る
と
、

地
す
べ
り
地
帯
が
人
松
山
を
と
り

ま
く
よ
う
に
し
て
分
布
し
．
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

ド
の
地
層
の
つ
く
り
ρ
地
質
柵
造
）

と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
地
層
を
調
べ
る
と
、
大
松
山
の

と
こ
ろ
で
地
層
が
盛
り
レ
．
が
っ
て

い
る
．
」
と
が
わ
か
り
長
し
た
。
こ

れ
を
「
松
－
．
』
山
ド
ー
ム
構
造
し
と

り　どで灰　な　い　を呼
1こ　カ、　き　　￥1・　り　イト　ll　l　乙ド

川貞らたllYl、長で覧’巳・ま

にで』1疑1　す（ノ）とす
勅　　き　1火　と　　0地　し　　。

し　て　岩　呼　こ　層　た　こ

いいやばれが　・の
」也、玄li少れは表・1皆た
ll，、fす岩一　、　 、オとはめ

カ｛o’火松る　”
分　そ　泥　山　之　こ　よ　人
イ1∫（ノ）ギll火01とり准公
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↑

て
い
ま
す
。
松
之
山
凝
灰
岩
層
の

深
さ
四
〇
厨
位
の
と
こ
ろ
ま
で
が

粘
土
化
し
、
こ
の
部
分
に
水
が
し

み
こ
ん
で
地
す
べ
り
が
起
こ
り
ま

し
た
。
地
層
が
北
北
東
方
向
へ
ゆ

る
く
傾
い
て
い
る
の
も
す
べ
る
原

因
の
．
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
ド
ー
ム
構
造
が
地
す
べ
り
の
災

害
を
引
き
越
こ
し
ま
し
た
が
、

方
、
ド
ー
ム
構
造
は
松
之
山
に
温

泉
や
．
右
汕
、
．
大
然
ガ
ス
な
ど
の
地

卜
資
源
、
ま
た
、
岩
見
堂
の
よ
う

な
景
勝
地
も
も
た
ら
し
て
い
玄
す
。

自
然
は
常
に
両
刃
の
剣
だ
と
い
え

ま
す
、

松之山町の地すべり分布

▲印大ネ公山

へ　
　
ぶ

　
や
　
　
　
マ

　
ざ

轍
鯉
　
5
7

　
　
　
　
ラ

　
　
て

　
纂
　
輔
雪
　
轡

　
　
　
　
晒

海
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な
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た

松之山地すべりの被害
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、
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候
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守
励
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（
（

へ
o
松之山

地すべり地帯

一＿＿＿＿＿＿＿」

　　2km

く△、

　
関
田
山
脈
（
い
わ
ゆ
る
深
山
）
、

の
深
坂
峠
へ
向
か
う
林
道
の
途
中

に
，
、
．
厚
さ
数
卜
μ
胴
に
及
ぶ
溶
岩
が

見
え
る
の
を
．
御
存
知
で
し
L
う
か
。

　
、
溶
岩
L
と
い
う
と
す
ぐ
，
深
山

は
片
火
山
だ
っ
た
の
か
　
と
思
わ

れ
る
人
も
多
い
と
思
い
玄
す
。
確

「
か
に
火
山
で
し
た
。
で
も
、
こ
れ

は
海
底
に
吹
き
出
し
た
火
山
だ
っ

た
の
で
す
。
噴
火
口
は
、
長
野
県
側

に
あ
る
k
う
で
り
が
、
は
っ
き
り

わ
か
っ
．
て
い
浪
せ
ん
。

　
関
田
川
脈
を
．
作
っ
．
て
い
る
地
層

は
　
魚
沼
層
郡
［
に
あ
た
る
地
層

で
、
比
較
的
新
し
い
（
、
．
百
万
年

前
く
ら
い
に
積
も
っ
た
）
地
層
で

す
。
松
之
由
で
占
い
地
層
と
い
わ

れ
石
松
之
山
凝
灰
岩
層
は
、
八
百

万
年
か
ら
ジ
レ
数
パ
H
万
年
前
に
で

き
．
た
も
の
と
陽
．
え
・
り
れ
て
い
ま
す
。

地
層
は
海
底
に
積
も
り
ま
す
。
松

之
山
地
域
の
地
層
も
海
底
に
積
も

っ
．
て
で
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
証

拠
に
、
松
之
山
各
地
か
ら
海
に
す

む
貝
の
化
．
右
が
た
く
さ
ん
見
つ
か

っ
．
て
い
長
す
。

　
魚
沼
層
郡
の
よ
う
な
新
し
い
地

層
が
．
「
ズ
ー
ト
ル
を
越
す
山
に

⑪まつのやま

な
る
の
は
め
ず
ら
し
く
、
司
じ
痔

代
に
積
も
っ
た
地
層
で
で
き
た
山

の
中
で
は
、
目
本
一
高
い
の
だ
そ

う
で
す
。
深
坂
峠
か
ら
北
の
方
を

見
る
と
、
条
件
が
よ
け
れ
ば
弥
彦

山
～
新
潟
平
野
ま
で
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
深
坂
峠
の
地
層
は
豊

原
峠
か
ら
魚
沼
地
方
へ
続
き
、
そ

れ
が
新
潟
平
野
を
形
づ
く
り
、
H

本
海
の
ド
ヘ
潜
り
込
ん
で
い
ま
す

自
然
の
大
き
さ
は
、
ま
さ
に
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
文
責
　
久
保
田
古
則
）

▲林道の溶岩流

大厳寺原から出たウニの化石〉

能i祭芸　
O業農

10月30日開催

幽唯直油

去年の農業祭から
　良質米共励会表彰式で優秀賞を受賞された皆さん

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
．
雨
の
降

る
H
が
大
変
多
く
、
極
端
な
口

照
．
杢
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
　
一
年
間
の
農
業
生
産
と
－
又

化
活
動
の
成
果
を
展
示
・
発
表

し
あ
う
第
七
回
の
農
業
・
芸
能

祭
が
ト
・
月
一
、
一
十
H
の
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
前
日
の
二
卜
九
H
（
土
）

に
は
錦
鯉
の
品
評
会
も
行
わ
れ

る
．
レ
定
で
す
。

　
農
業
祭
に
お
け
る
催
し
物
の

内
容
は
、
前
年
と
ほ
ぼ
変
ら
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
良

質
米
共
励
会
出
品
展
．
小
と
表
彰

式
。
こ
の
．
李
順
な
気
候
の
中
で

ど
の
位
の
収
H
、
里
が
出
る
か
、
非

常
に
興
味
・
の
あ
る
所
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
野
菜
・
牛
肉
の

展
．
小
即
売
・
わ
が
家
の
味
と
香

り
展
・
農
機
具
の
展
示
や
、
試

食
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
オ
ニ
ギ
リ
・
手
打
ち
そ

ば
・
も
ち
も
沢
山
川
意
さ
れ
ま

す
。
ポ
ン
菓
子
も
あ
り
ま
す
。

砕
．
ム
能
部
門
で
は
、
歌
舞
伎
を
中

心
に
歌
や
踊
り
の
熱
演
が
披
露

さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
来
て
ね
！
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史
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べ
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。
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＼
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憶
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．
．
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O
ヘ
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の
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ま
し
た
。

松
之
由
に
地
す
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が
多
い
．
原
因

は
ど
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か
．
。
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の
が
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。
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ド
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地
層
の
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地
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す
。

　
地
層
を
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べ
る
と
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大
松
山
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で
地
層
が
盛
り
レ
．
が
っ
て

い
る
．
」
と
が
わ
か
り
長
し
た
。
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。
松
之
山
凝
灰
岩
層
の

深
さ
四
〇
厨
位
の
と
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で
が

粘
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化
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に
水
が
し

み
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で
地
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べ
り
が
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こ
り
ま

し
た
。
地
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が
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東
方
向
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く
傾
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て
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の
も
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因
の
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つ
と
な
り
ま
し
た
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ド
ー
ム
構
造
が
地
す
べ
り
の
災

害
を
引
き
越
こ
し
ま
し
た
が
、

方
、
ド
ー
ム
構
造
は
松
之
山
に
温

泉
や
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右
汕
、
．
大
然
ガ
ス
な
ど
の
地

卜
資
源
、
ま
た
、
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見
堂
の
よ
う

な
景
勝
地
も
も
た
ら
し
て
い
玄
す
。

自
然
は
常
に
両
刃
の
剣
だ
と
い
え

ま
す
、
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に
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で
り
が
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せ
ん
。

　
関
田
川
脈
を
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る
地
層

は
　
魚
沼
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郡
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に
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る
地
層

で
、
比
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的
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い
（
、
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に
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た
）
地
層
で

す
。
松
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由
で
占
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地
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と
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石
松
之
山
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に
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な
る
の
は
め
ず
ら
し
く
、
司
じ
痔

代
に
積
も
っ
た
地
層
で
で
き
た
山

の
中
で
は
、
目
本
一
高
い
の
だ
そ

う
で
す
。
深
坂
峠
か
ら
北
の
方
を

見
る
と
、
条
件
が
よ
け
れ
ば
弥
彦

山
～
新
潟
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野
ま
で
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
深
坂
峠
の
地
層
は
豊

原
峠
か
ら
魚
沼
地
方
へ
続
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、
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れ
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を
形
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、
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本
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の
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す
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に
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の
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る
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が
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変
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、
極
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な
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照
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に
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ま
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が
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と
－
又
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活
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の
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し
あ
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回
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・
芸
能

祭
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・
月
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、
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十
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の
日
曜
日
に

開
催
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れ
ま
す
。

　
ま
た
、
前
日
の
二
卜
九
H
（
土
）

に
は
錦
鯉
の
品
評
会
も
行
わ
れ

る
．
レ
定
で
す
。
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業
祭
に
お
け
る
催
し
物
の

内
容
は
、
前
年
と
ほ
ぼ
変
ら
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
良

質
米
共
励
会
出
品
展
．
小
と
表
彰

式
。
こ
の
．
李
順
な
気
候
の
中
で

ど
の
位
の
収
H
、
里
が
出
る
か
、
非

常
に
興
味
・
の
あ
る
所
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
野
菜
・
牛
肉
の

展
．
小
即
売
・
わ
が
家
の
味
と
香

り
展
・
農
機
具
の
展
示
や
、
試

食
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
オ
ニ
ギ
リ
・
手
打
ち
そ

ば
・
も
ち
も
沢
山
川
意
さ
れ
ま

す
。
ポ
ン
菓
子
も
あ
り
ま
す
。

砕
．
ム
能
部
門
で
は
、
歌
舞
伎
を
中

心
に
歌
や
踊
り
の
熱
演
が
披
露

さ
れ
る
事
に
な
っ
て
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ま
す
。

み
ん
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で
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ね
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10
月
2
6
日
～
11
月
1
日

統
一
防
火
標
語

　
〃
そ
の
火
・
そ
の
時
・
す
ぐ
始
末
！
〃

こ
の
運
動
は
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

国
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
悲
惨
な
焼
死
事
故

や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま

す
。
　
「
我
が
家
か
ら
は
火
を
出
さ

な
い
」
を
合
、
言
葉
に
、
次
の
点
に

充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

o
火
災
予
防
は
、
口
．
頃
の
安
全
管

　
理
が
大
切
で
す
．

○
火
気
か
ら
離
れ
る
時
は
そ
の
都

　
度
火
を
消
す
．

○
火
気
の
周
り
は
常
に
整
理

．
整

　
．
頑
し
、
可
燃
物
は
置
か
な
い
。

○
穫
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

　
て
は
し
な
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○O　　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　び）え一　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕）と．　　』－

11月9日は

　　「119番」の日です
10月は

◎火事・救急はH9番へです

　いざという時、なかなか思うことが口から出

ないものです。

　消防車・救急車が一刻も早く到着できるよう

普段から自分o）家の住所・附近の目標等を記入

した紙を電話0）近くに貼っておいてください。

く口9番が通じたら〉

　次の事を落ちついて、知らせましょう。

〉「火災」と「救急」の区別

〉来てほしい場所の住所と目標となる建物など

〉事故や病気の種類

〉患者の数・年齢・性別

〉患、者の容態（意識がな

い、呼吸がないなど）《蟻や㌧争．塗確
態（意識がな

麟備義顛
垂O

「みんなの笑顔　労働保険」

　労働保険は、職場0）みなさんが安心して働け

るための制度です。未手続き0）事業主0）方は、

至急、手糸涜きしましょう。

　雇用保険と労災保険を合わせて労働保険とい

い、lil，i保険の適用・保険料o）徴収の事務を一元

的に処理するもので、労働者が安心して職場作

1）と安定した事業の経営にとって欠くことので

きない、国が直接管掌する保険制度です。

　労働者を一人でも雇用している事業主は、業

種のいかんを問わず、すべて労働保険に加入し

なければなりません．いオ）ゆる当然（強制）1塵

用事業となりますo
　なお、不明0）点がありましたら上二越公共職業

安定所安塚分室（02559－2－2〔）39番）まで、

お言方ねく丈ごさい。

　このコーナーでは皆さんかじ）の質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だ’きますので、どんな事でも結構です

かじ）お寄せください。お待ちしています。
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れ
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が
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の
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ど

内
容
を
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え
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だ
さ
い
。
ま
た
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そ
う

な
る
と
今
後
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老
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会
な
ど
で
利
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出

来
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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す
る
こ
と

に
な
っ
て
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で
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等
で
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川
は
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今
ま
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通
り
に
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天
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湯
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来
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そ
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す
が
、
入
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時
間
と
休
み
の

日
を
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。
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ま
た
、
休
口
は
八
月
を
除
い
て

毎
月
卜
．
κ
口
と
月
末
（
但
し
、
そ

の
目
が
日
曜
日
及
び
祝
戯
小
目
の
場

合
は
翌
日
）
及
び
、
卜
、
、
月
か
ら

．
．
．
月
長
で
の
冬
期
問
と
な
っ
．
て
い

ま
す
。皆

さ
ん
の
所
に
無
料
入
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券
が

，
由
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
秋
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を
見
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が
ら
、
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た
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．
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窓
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〃
そ
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火
・
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の
時
・
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ぐ
始
末
！
〃

こ
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運
動
は
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
を
迎
え
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あ
た
り
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国
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一
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ひ
と
り
の
防
火
意
識
の

高
揚
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図
り
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も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
悲
惨
な
焼
死
事
故

や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
の
大
半
は
、
ち
ょ
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と
し
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不
注
意
か
ら
起
き
て
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ま

す
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が
家
か
ら
は
火
を
出
さ

な
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」
を
合
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葉
に
、
次
の
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充
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意
し
ま
し
ょ
う
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火
災
予
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．
頃
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安
全
管
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切
で
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○
火
気
か
ら
離
れ
る
時
は
そ
の
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火
を
消
す
．

○
火
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整
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．
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．
頑
し
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可
燃
物
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置
か
な
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一 ～ ご

全国防犯運動
10月11日～20日まで

　住民の防犯意識の高揚を図り、安全で住みよい地域社

会をつくるため、10月11日（火）から20日（木）までの

10日間、　“全国防犯運動、が行われます。

今年の重点は

フ農

1着

2

轟穿
3

熱

○自動車盗、侵入盗等の盗犯の防止。

○少年非行の防止。

○覚せい剤等薬物不正使用の防止。

○悪質商法による被害の防止。

です。

　みんなで、この運動

を盛り上げ、ドロボー

の被害や少年非行をな

くしましょう。
　　　　　　　イ全㊧防犯題渤

　
詰
碁
の
回
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
期
限
は
十
月
二
十
五
日
㈹

ま
で
と
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
粗
品
を

進
呈
。
　
（
役
場
議
会
事
務
局
ま
で
）

（1し
1畷

1
噛

努

10月号　出題

●●十●
○●●

●●●

黒先コウ（3手まで）

隅の手筋。

　　黒先コウ（3手まで）

　　隅の手筋

戸籍の窓
おめでた

たり　や

竜也ちゃん
カロザみ

和美ちゃん
ゆ　　か

由加ちゃん
ひろゆき

裕幸ちゃん

（幽窪）

小野塚茂さんの長男　　（東川）

相沢　敏さんの長女　、（水梨）

村山　茂さんの次女　　（湯之島）

野本淳一さんの次男　　（湯本）

お《挙み
布施三代吉さん

小野塚リツさん

滝沢　正治さん

相沢　高吉さん
　　　まさかず
保坂　政数さん

中島キヨノさん

樋口　金清さん

（死亡）

72歳（黒倉）古屋敷

69歳（藤倉）金蔵’

81歳（松之山）ミユキパーマ

61歳（松之山）尾張屋

77歳（豊田）安兵工

66歳（水梨）圧七

75歳（古戸〉勢五郎

※9月1日から30日までの届出分です。

まつのやま⑭

交通事故発生状況
（9メ」2011f見イ旺）

匝，証磁驚怪虻嚥こ』「
ガンバレー！

郡 内

9月20日までの交通事故の概要

松之山の

事 故 （ノ） 概

州改当事者の
’」手

故 （ノ）

住 居 別 形
有旨　　　　】
，じ、

郡自 郡 郡自 車 1匡 車 ノぐ 車 17i　　国
内損 内 外損 イ 道
同’事 と 同事 ク 損　　　二二

士故 郡 士故 計 対 対 対 対 対 ，汁ノ〔

事
故

タt

事
事含
故

ノぐ

イ
自
転

事　　三
　　　　1　1．
　　　　ノ」

占文 車 ク 人 人 車 故　　線

28 13 4 45 12 9 6 3 4 l　I4519

要

亘　路　別

川

長距離ランナー

発／1・

件数

説●縮魔・

．溢

　　　顎
　　阯絶

喪全獣仙粛β

そ

）

也
kI

首

7

拠，
　艦汁
村

ソウルオリンピックのマスコッドホドリくん。
布川保育所の皆さんが制作に協力、，

新山から小谷の間に置かれていますよ、，

　
秋
と
い
え
ば
色
々
田
心
い
浮
か
ぶ

事
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
も

そ
の
一
つ
。
隣
の
国
、
韓
国
で
は

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
連
H
そ
の
話
．
題
で
持
ち
切
り

で
し
た
．

　
県
内
で
も
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
．
P

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
駅

伝
大
会
を
取
り
L
げ
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
十
月
五
H
に
郡
中
洋
．
ナ
駅

伝
大
会
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
L
越

大
会
が
ト
月
．
一
十
一
口
に
行
わ
れ

ま
す
。

卜
月
九
日
に
は
新
潟
市
に
お
い

て
”
女
子
駅
伝
人
会
”
が
開
催
さ

れ
、
こ
れ
に
東
頸
チ
ー
ム
も
参
加

し
ま
す
が
、
松
之
山
か
ら
村
山
知

．
r
さ
ん
（
新
潟
大
学
・
松
之
山
角

田
屋
）
が
．
二
区
に
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
。
一
卜
一
．
・
、
一
ト
．
．
一

H
の
二
日
間
に
わ
た
り
”
県
縦
断

駅
伝
”
が
新
井
市
～
新
潟
問
（
卜

六
区
問
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
人
会
に
東
頸
チ
ー
ム
と
し

て
五
人
が
松
之
山
か
ら
出
場
し
ま

す
の
で
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
日
H
（
四
区
）
相
沢
筏
和
君

　
君
（
安
高
松
之
山
・
松
之
山

村
由
文
具
）

　
な
お
、
県
高
校
駅
伝
は
レ
、
月

六
H
に
、
新
発
旧
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
ガ
ン
バ
ッ
、
一
フ
く
だ

さ
い
。

　▽　　　▽　　　』▽　　　▽

　　　君　 1＿　　＿　　＿　〃＿日東ノノ安〃　東
　　安目洋　　塚　　海
　＿高＿人＿高＿人
　卜松十　・八　・六　・
之六之 一湯区湯区　ド
山区山区山）本）鰍・）　・）　　　小　　　福池
松村坪福κ林　1’1京
之山野原郎要　一ユ，無和
山真西秀 占太1ノ，と裕泉

　男山夫）君）君屋

一
⑧

社
団
法
人
H
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
白
動
市
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
親
身
に

な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

o
午
前
九
時
．
、
一
卜
分
～
午
後
四
時

四
レ
分
（
平
日
）
ま
で
。

o
L
曜
日
は
雨
午
ま
で
（
第
一
．
・

第
一
．
一
上
曜
H
は
休
み
）

O
弁
護
士
相
談
日
は
、
毎
週
水
曜

H
の
午
後
一
時
～
四
時
ま
で
で

　
よ
。

▽
新
潟
市
本
町
通
ピ
番
町
一
〇
八

　
．
．
　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル

　
κ
階
、
新
潟
調
査
事
務
所
内

　
奮
〇
一
．
五
i
二
二
五
－
一
八
κ

　
一
番
　
（
電
話
の
ご
相
談
も
お

　
受
け
し
ま
す
。
）

無
料
で
す

交
通
事
故
の
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
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全国防犯運動
10月11日～20日まで

　住民の防犯意識の高揚を図り、安全で住みよい地域社

会をつくるため、10月11日（火）から20日（木）までの

10日間、　“全国防犯運動、が行われます。

今年の重点は

フ農

1着

2

轟穿
3

熱

○自動車盗、侵入盗等の盗犯の防止。

○少年非行の防止。

○覚せい剤等薬物不正使用の防止。

○悪質商法による被害の防止。

です。

　みんなで、この運動

を盛り上げ、ドロボー

の被害や少年非行をな

くしましょう。
　　　　　　　イ全㊧防犯題渤

　
詰
碁
の
回
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
期
限
は
十
月
二
十
五
日
㈹

ま
で
と
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
粗
品
を

進
呈
。
　
（
役
場
議
会
事
務
局
ま
で
）

（1し
1畷

1
噛

努

10月号　出題

●●十●
○●●

●●●

黒先コウ（3手まで）

隅の手筋。

　　黒先コウ（3手まで）

　　隅の手筋

戸籍の窓
おめでた

たり　や

竜也ちゃん
カロザみ

和美ちゃん
ゆ　　か

由加ちゃん
ひろゆき

裕幸ちゃん

（幽窪）

小野塚茂さんの長男　　（東川）

相沢　敏さんの長女　、（水梨）

村山　茂さんの次女　　（湯之島）

野本淳一さんの次男　　（湯本）

お《挙み
布施三代吉さん

小野塚リツさん

滝沢　正治さん

相沢　高吉さん
　　　まさかず
保坂　政数さん

中島キヨノさん

樋口　金清さん

（死亡）

72歳（黒倉）古屋敷

69歳（藤倉）金蔵’

81歳（松之山）ミユキパーマ

61歳（松之山）尾張屋

77歳（豊田）安兵工

66歳（水梨）圧七

75歳（古戸〉勢五郎

※9月1日から30日までの届出分です。

まつのやま⑭

交通事故発生状況
（9メ」2011f見イ旺）

匝，証磁驚怪虻嚥こ』「
ガンバレー！

郡 内

9月20日までの交通事故の概要

松之山の

事 故 （ノ） 概

州改当事者の
’」手

故 （ノ）

住 居 別 形
有旨　　　　】
，じ、

郡自 郡 郡自 車 1匡 車 ノぐ 車 17i　　国
内損 内 外損 イ 道
同’事 と 同事 ク 損　　　二二

士故 郡 士故 計 対 対 対 対 対 ，汁ノ〔

事
故

タt

事
事含
故

ノぐ

イ
自
転

事　　三
　　　　1　1．
　　　　ノ」

占文 車 ク 人 人 車 故　　線

28 13 4 45 12 9 6 3 4 l　I4519

要

亘　路　別

川

長距離ランナー

発／1・

件数

説●縮魔・

．溢

　　　顎
　　阯絶

喪全獣仙粛β

そ

）

也
kI

首

7

拠，
　艦汁
村

ソウルオリンピックのマスコッドホドリくん。
布川保育所の皆さんが制作に協力、，

新山から小谷の間に置かれていますよ、，

　
秋
と
い
え
ば
色
々
田
心
い
浮
か
ぶ

事
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
も

そ
の
一
つ
。
隣
の
国
、
韓
国
で
は

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
連
H
そ
の
話
．
題
で
持
ち
切
り

で
し
た
．

　
県
内
で
も
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
．
P

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
駅

伝
大
会
を
取
り
L
げ
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
十
月
五
H
に
郡
中
洋
．
ナ
駅

伝
大
会
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
L
越

大
会
が
ト
月
．
一
十
一
口
に
行
わ
れ

ま
す
。

卜
月
九
日
に
は
新
潟
市
に
お
い

て
”
女
子
駅
伝
人
会
”
が
開
催
さ

れ
、
こ
れ
に
東
頸
チ
ー
ム
も
参
加

し
ま
す
が
、
松
之
山
か
ら
村
山
知

．
r
さ
ん
（
新
潟
大
学
・
松
之
山
角

田
屋
）
が
．
二
区
に
出
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
。
一
卜
一
．
・
、
一
ト
．
．
一

H
の
二
日
間
に
わ
た
り
”
県
縦
断

駅
伝
”
が
新
井
市
～
新
潟
問
（
卜

六
区
問
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
人
会
に
東
頸
チ
ー
ム
と
し

て
五
人
が
松
之
山
か
ら
出
場
し
ま

す
の
で
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
日
H
（
四
区
）
相
沢
筏
和
君

　
君
（
安
高
松
之
山
・
松
之
山

村
由
文
具
）

　
な
お
、
県
高
校
駅
伝
は
レ
、
月

六
H
に
、
新
発
旧
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
ガ
ン
バ
ッ
、
一
フ
く
だ

さ
い
。

　▽　　　▽　　　』▽　　　▽

　　　君　 1＿　　＿　　＿　〃＿日東ノノ安〃　東
　　安目洋　　塚　　海
　＿高＿人＿高＿人
　卜松十　・八　・六　・
之六之 一湯区湯区　ド
山区山区山）本）鰍・）　・）　　　小　　　福池
松村坪福κ林　1’1京
之山野原郎要　一ユ，無和
山真西秀 占太1ノ，と裕泉

　男山夫）君）君屋

一
⑧

社
団
法
人
H
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
白
動
市
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
の
専
門
相
談
員
が
、
親
身
に

な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

o
午
前
九
時
．
、
一
卜
分
～
午
後
四
時

四
レ
分
（
平
日
）
ま
で
。

o
L
曜
日
は
雨
午
ま
で
（
第
一
．
・

第
一
．
一
上
曜
H
は
休
み
）

O
弁
護
士
相
談
日
は
、
毎
週
水
曜

H
の
午
後
一
時
～
四
時
ま
で
で

　
よ
。

▽
新
潟
市
本
町
通
ピ
番
町
一
〇
八

　
．
．
　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル

　
κ
階
、
新
潟
調
査
事
務
所
内

　
奮
〇
一
．
五
i
二
二
五
－
一
八
κ

　
一
番
　
（
電
話
の
ご
相
談
も
お

　
受
け
し
ま
す
。
）

無
料
で
す

交
通
事
故
の
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
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まつのやま⑯

《

　　車とダンブ

覧ノ
たかはしともやくん

詰碁頭一号鍾圏

●
9

●
O
⑤

馨③
o
鰹

黒1σ）ツケからいきます。

白2から黒5で死に。

白aなら黒bです。

正解者
　響諺キ丁イ℃左公さ／v　（／」、　谷

　久保田光栄さん（天水島

7
ー

2221）18
H　口　l　l

3
｝

に
ょ
み

第
7
回
町
駅
伝
人
会

行
政
相
談
（
休
養
村
セ
ン

タ
ー
）

　
〃
　
　
（
浦
田
）

坂
口
安
吾
祭

第
7
回
郡
美
術
展
（
別
口

ま
で
セ
ン
タ
ー
）

松
之
山
町
農
業
祭

さとうあかねさん

’婬』

ヵメラファインダーとこども

．o

《ノ／

のもとけいすけくん

・
瞭

汽
ぜ

お散歩しているところ

たきざわともこさん

　　　　　　禽、

　　　層』鱒

嚇夢
私とお母さんが歩いているところ

▼
9
月
の
で
き
…
こ
と

－
目
　
　
｝
議
へ
石
陛
．
蹴
衆
経
U
済
ぺ
久
H
匁
一
ム

20　19　14　9　 8　 6　 2
口口lilllllll

水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

議
会
総
務
民
生
委
員
会

法
務
人
権
相
談
（
セ
ン
タ
ー
）

住
宅
統
計
説
明
会

9
月
定
例
議
会
（
別
H
ま

で
）

　91▼二3（》28
　H日101口1
　　　月
＿大農の選農
16厳業予挙業
目、量1｝委定管委
も高員　 ∫1艮員

実原会　 委会
施キ総　　員総
）ノ会　会会
　コ
　狩
　り

編
集
後
記

九
月
に
人
っ
て
か
ら
雨
ば
か
り
、

あ
の
、
す
っ
き
り
ぬ
け
る
よ
う
な

秋
の
占
空
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
一
年
中
で
一
番
忙
が
レ
い
、
そ

し
て
何
よ
り
も
で
々
ど
が
様
が
ほ

し
い
こ
の
時
期
だ
と
．
．
．
．
口
う
の
に
。

皆
さ
ん
、
農
作
業
の
方
は
ど
ん
な

で
し
ょ
う
か
。
刈
っ
て
み
た
ら
思

っ
た
よ
り
収
疑
が
少
な
い
と
い
う

よ
う
な
話
を
耳
に
し
ま
す
。
減
反
・

減
収
・
米
価
引
き
．
ト
げ
で
は
、
農

家
に
と
っ
て
は
厳
し
過
ぎ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

几
月
は
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

と
．
人
皇
陛
ド
の
ご
病
気
の
ニ
ュ
ー

ス
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

卜
月
は
、
ち
長
っ
と
落
ち
つ
い

た
月
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
6
3
年
1
0
月
号
・
毎
月
－
馴
則
劃

訓
’

一
巳
発
筍
／
松
之
山
町
a
㈲
3
1
3
ー
　
　
口
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

Y

壁
“

「よし！後はまかせろ」トップでタスキを渡す松里Aチーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月10日　町駅伝大会　堺松中継点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198811月号（，、15、）

　　　“月1日現在　□総人口4，041人（一4）　口男1，976人（一2）　口女2，065人（一2）　□世帯数1，204戸（一1〉

　　（）内は10月1日との比較


